



















































































































イック出土)が あ る。 これ鉢黄金の衣装を
まとったサカ族族長である。この遺物 によ
り,前5～4世 紀の貴族の衣装,帽 子,靴,




品は,遊 牧社会 を形成 していた古代サカが
社会的,経 済的に高い発達水準にあったこ
と,さ らに遠距離のバ クトリア,近 距離の
シベ リア,ア ルタイと文化交流を行な って
いたことを証明 していた。
今回の発表 では,広 大なユ ーラシア大陸
において発掘 される遺物の発掘場所 を遺物
だけから限定するには,か な りの困難があ
ることを明 らかにした。同時 に,こ れ らの









従属国 となった りした。メデ ィア,ス キタ
イ,サ カの衣装,武 器,装 飾品には当時多
くの共通点があ った。 これは黄金工芸品の
意匠にも顕著 に見 ることがで きた。
ユーラシア大陸の草原地帯を通る定期的
な通商路が開通する以前に,遊 牧民族の諸
部族間の交流 によって 厂草原の橋」が架け
られていたのである。
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